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  議員説明会 会議録 

 

１ 開催日時 

令和７年２月１９日（水曜日） 午前 10時 00分 ～ 午前 10時 40分 

２ 件名 

   令和７年度一般会計予算等について 

３ 議事録 

 

（岩間総合政策部長） 

ただいまから、議員説明会をはじめさせていただきます。 

本日の案件につきまして、（１）令和７年度一般会計予算等についてから説明をさせて

いただきます。 

それでは上田市長から予算の概要を説明いたします。 

 

（上田市長） 

 令和７年度の花巻市予算（案）につきまして、御説明いたします。 

 

令和７年度予算で目指す姿として、「公共交通の充実・生活基盤の整備拡充・長寿命化

と 子育て支援を進め 市民が安心し、笑顔で暮らせるまち」を掲げ、花巻がさらに魅力

ある市となることを目指し、編成させていただきました。 

 

これを具現化するために、第２次花巻市まちづくり総合計画の前期アクションプランに

掲げるまちづくり分野ごとの主要な施策を展開するため 、「市民の暮らしを守る 多彩な

支援策で 安心のまちづくり 」、「 子ども ・ 子育て応援プロジェクト 」「 花巻で暮ら

そうプロジェクト 」の３つの柱について重点的に取り組むことといたしました。 

 

まず初めに、令和７年度の重点予算「市民の暮らしを守る 多彩な支援策で 安心のまち

づくり」についてであります。 

 

「１ 市民の暮らしを守るための取組」の１点目、公共交通を充実して市民の交通手段

を守るため、市民の移動手段として欠くことのできない、幹線バス路線への支援、岩手医

大などの医療機関へのバス運行、土沢線などコミュニティバスの運行を継続します。 

さらに市民の利便性を向上するため、大迫、石鳥谷、東和地域の予約乗合バスの運行日数

を、週３日運行から週５日運行に拡大するほか、大迫・花巻線については、花巻空港を経

由するルートに変更します。 

さらに、交通手段をもたない高齢者や障がい者の方々の通院や買い物を支援するため、

予約乗合交通に加えて、タクシー等助成券の給付と、医療機関までの通院に対する助成制

度についても引き続き実施します。 

 

２点目は、市民一人一人の心身の健康を守るため、地域医療の中核を担う医療機関の医
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師を確保することが重要でありますことから、新たに医師が就職した場合の就職支援金の

給付、養育している子の保育料、家賃、交通費、奨学金返還に対する支援や、病院が医師

紹介事業者に支払う紹介手数料、医師の研修に要する費用に対する支援を予算化いたしま

す。 

また、がん患者が使用する医療用補整具の購入費については、新たに弾性着衣を対象に

加え、より一層がん患者の方々に寄り添います。 

 

３点目は、鳥獣被害から市民の命を守るため、市街地等に出没する熊への対応にあたる

有害鳥獣対策推進員を１名増員し、２名体制にするほか、熊の隠れ場所となる河川や市街

地等の草刈りを今まで以上に実施するなど、人里への熊の侵入を未然に防ぐための取組を

強化します。   

 

４点目は、物価高騰から市民の暮らしを守るため、市の負担による保育所等の副食費支

援、学校給食費の材料高騰分の保護者負担据置のほか、経営環境が厳しい畜産農家を守る

ため、飼料等の物価高騰対策を引き続き行います。 

 

５点目は、公共施設の長寿命化対策で市民の安全と利便性を守るため、老朽化が進んで

いる公共施設の長寿命化対策と併せて、近年の猛暑対策を含めた空調設備の設置、照明設

備のＬＥＤ化、トイレの洋式化などの整備を加速します。 

これについては、先ほど目指す姿として「長寿命化」ということを載せておりますが、

今回の予算については、そのような予算に多く配分しております。 

 

続きまして「２ 生活基盤の強化の取組」の１点目、生活基盤の充実を図るため、生活

道路・橋梁については、安全で快適な道路網を構築し、また維持するため、国の補助制度

や地方債を活用しながら、引き続き整備を進めます。 

 

２点目は、災害に強いまちづくりであります。地震や頻発する豪雨災害に備えるため、

今盛岡で整備中であります消防指令センター整備、そしてトイレカーの新規購入などハー

ド面の充実を図るとともに、各種の防災訓練を開催するなど、ソフト面での備えも充実さ

せます。 

また、重要なインフラのひとつでもあります下水道については、今話題になっていると

ころでありますが、花巻では重要施設に接続する管路や、例えば病院が入ります。そのよ

うな管路や、処理場等の耐震診断を実施します。 

 

３点目は、河川空間とまち空間が融合したまちづくりでありますが、北上川河川敷の利

用環境の向上を図るため、市民によるワークショップを開催しておりましたが、「かわま

ちづくり計画」を国に対して申請し、令和７年８月に登録されることを目指しております。

この計画に基づく事業を実施していくために必要な測量調査に着手します。 

 

次に、「子ども・子育て応援プロジェクト」についてであります。 
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プロジェクトの総額は、８８億３，１５２万円を計上いたしました。 

本プロジェクトに関する予算を多数計上していますが、特に重要な事業についてご紹介

いたします。 

 

１点目は、周産期医療の維持確保であります。妊産婦への交通費支援や市内産科医療機

関へ就職する医師・助産師・看護師に対する支援を継続し、岩手県立中部病院を含めて、

市内の周産期医療の維持確保に努めます。 

県立病院は県の医療局の管下にあります。大変大きな赤字を計上しており、当初予算の

段階で２３０億円の繰入金を計上したほかに、今年度については９０億円の赤字が見込ま

れる大変厳し状況であると認識しておりますが、この県立病院の維持確保が大変重要であ

ることは、県に対してもお話ししていきたいと考えております。 

また、産後ケア事業、産前・産後サポート事業については、新たに宿泊型の産後ケアサ

ービスの導入に向け、提供すべきサービスの内容やその提供に必要な施設の構想等の検討

を進めてまいります。 

 

２点目は、子ども医療費助成等支援であります。所得制限を設けることなく、高校生ま

での全ての子どもと、全ての妊産婦を対象とした医療費助成を継続します。 

 

３点目は、５歳児健康診査の検討であります。５歳児健康診査を早期に実施したいと考

えておりますが、それに向けて小児科等を含めて関係機関等との検討を行います。 

 

４点目と５点目は、保育園等副食費、学校給食費などの負担軽減であります。保育園等

の３歳以上の副食費については、第２子以降の無償化を継続します。 

また、食材料費などの物価高騰分を保護者負担に転嫁させないため、物価高騰分を市が

負担し、この金額は米の値段が上がっていることもありまして、今年度よりも多額になり

ますが、市が負担し、保育園等副食費、学校給食費の保護者負担を据え置きます。 

なお、市は国に対しては小中学校の給食費の国庫負担、国による無償化をすべきだとい

うことを何度も要望しております。与党のみならず野党の国会議員に対してもそのような

要望をしてきているところであります。それについては、今話合われておりますが、どう

なるかは分からない状況でありますので、市としては予定どおり保護者の負担を据え置く

ため予算を措置しているところであります。 

なお、０歳から２歳の保育園等の保育料についても、市が独自に国の基準の４０パーセ

ント程度を引き下げ、これを市が負担しまして、子育て世帯の負担を下げて、子育て世帯

に対する経済的支援を引き続き行います。 

 

６点目は、日本学生支援機構奨学金返還支援制度の創設であります。 

市では「はなまき夢応援奨学金」、「ふるさと奨学生定着事業補助金」など奨学金返還

に対する支援制度を多数実施してまいりましたが、介護士等、職業によっては別として、

一般の学生についての日本学生支援機構の貸与型奨学金の返還についての対する補助制度

は無かったことから、今回、日本学生支援機構の貸与型奨学金制度を利用して大学へ進学
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し、卒業後に市内へ定住し、市内企業へ就職した若者に対して、申請年度内に返還した奨

学金返還額の２分の１以内、月額上限１万円を補助する制度を創設します。 

これにより、将来的に花巻で暮らし、花巻で働きたいと希望する若者の大学等への進学

を応援するわけでありますけど、若者の花巻市への定住を図ること、花巻市の企業に就職

していただくということを支援してまいります。 

 

７点目は、保育環境の整備であります。「（仮称）ゆもとこども園」、「若葉保育園」

の整備に対し支援を行います。なお、両園とも令和８年４月に新しい園舎での保育開始を

目指していると伺っておりまして、令和７年度の整備について支援するものでございます。 

 

８点目と９点目は、多子世帯加算制度の継続であります。子育て世帯住宅取得奨励金、

定住促進住宅取得等補助金ともに、１８歳未満の子どもが複数いる場合には、２人目以降

一人につき１０万円を加算する制度を継続します。   

  

また、令和７年度当初予算ではなく令和６年度補正予算の事業になりますが、大学への

入学や就職を控える子育て世帯を支援するため、令和６年度末に１８歳となる児童を監護

する世帯に対し、児童一人あたり２万５，０００円を令和６年度末までに支給します。 

なお、中学生、高校生に対する国による児童手当の給付を見たうえで、支援が充分でな

い高校３年生、卒業する方々に限ってこのような支援を今回させていただくということで

ございます。 

 

つづきまして、「花巻で暮らそうプロジェクト」であります。 

プロジェクトの総額は２４億８，６０１万円であります。 

 

１点目です。日本学生支援機構奨学金返還支援制度については、先ほどご説明したとお

りであります。 

 

２点目のＪＲ花巻駅東西自由通路等の整備であります。利便性の高い都市基盤を整備す

るため、東西自由通路整備については、令和６年度から着手している実施設計を令和７年

度に完了させ、用地の測量調査を行います。 

西口駅前広場整備については、実施設計及び駐輪場の移転整備工事に着手します。 

なお、令和７年度の事業については、国の補助金の交付を受けるということを前提とし

て予算化しております。 

 

３点目は、空き家バンク制度等による住宅取得支援であります。３９歳以下の若者世代

や県外からの転入者が空き家バンクに登録されている物件を取得した場合に、子育て世帯

等の状況に応じた３０万円もしくは５０万円の奨励金や、空き家のリフォームに対する補

助制度を引き続き行います。 

また、空き家及び空き店舗を解体後、その跡地に新築した場合に最大１００万を補助す

る空家等解体活用事業補助金も継続します。 
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４点目と５点目は先ほど「子ども・子育て応援プロジェクト」の８点目と９点目で説明

したとおりでありますので、説明を省略いたしまして、 

 

６点目は、地域おこし協力隊空き家改修補助金であります。地域おこし協力隊員が任期

終了後、市内に定住して、活躍することを後押しするため、取得した空き家の改修経費に

ついて、一人あたり２００万円を上限に補助する制度を継続します。 

 

７点目の、いきいき岩手結婚サポートセンター登録料負担金については、県、市町村、

民間団体等との連携により実施している「ｉ―サポ」へ新規加入される方の入会金を市が

負担する制度を創設し、婚活を後押しします。 

なお、ｉ―サポについてはあまり目立っておりませんが、一定数の方々が利用されてお

りますので、やはり婚活支援として効果があると判断いたしまして、入会金への負担制度

を作りたいと考えたものであります。 

 

８点目は、産業団地の整備であります。市内への企業立地を促進するため進めている花

南産業団地のＢ工区の造成工事が完了するほか、Ａ工区とＣ工区についても引き続き整備

を進めます。 

これについては、Ｂ工区で既に売却が決まっているところもありまして、Ａ工区とＣ工

区の整備を進めることについては、売却できるまでは市の負担になるわけでありますが、

やはり体制を整える必要があることからＡ工区、Ｃ工区についての整備も進めたいと考え

ている次第であります。 

 

９点目は、ＵＩＪターン者就業奨励金の継続、移住支援金の拡充であります。県外から

移住、就業した方に対し、最大２５万円を支給する市単独事業のＵＩＪターン者奨励金を

継続します。 

移住支援金については、主に東京圏からの移住者が、就労など様々な条件を満たした場

合に、世帯の状況に応じ、単身世帯の場合では６０万円、２人以上の世帯の場合には１０

０万円、さらに１８歳未満の子どもがいる場合には一人あたり１００万円を支給しており

ます。このほか、東京圏内の大学に通う大学生が県内の企業に就職し、市内へ転入する際

の移転費用に対する補助を新たに行います。 

 

以上が主要な事業の説明でございます。 

 

次に、花巻市の令和７年度一般会計予算案の内訳につきまして説明をいたします。 

 

総額は昨年度に引き続き過去最大を更新し「５８１億７，８６２万円」といたしました。 

これは令和６年度当初予算と比較いたしますと、「３０億２，５３０万円の増」、率に

して「５．５％の増」とするものであります。 
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このうち、普通建設事業費は「７７億１８２万円」で前年度当初予算対比 

「１７億４９８万円増」となりましたが、金額順に庁舎設備等改修事業や保育施設環境整

備支援事業、消防指令業務共同運用事業、文化会館施設改修事業、ＪＲ花巻駅東西自由通

路等整備事業などの増が主な要因であります。 

また、義務的経費でもあります、人件費が「５億３，０３０万円増」、扶助費が「５億

５，４６６万円増」となっておりますが、人件費については、令和６年人事院勧告等に伴

う増、扶助費については、児童手当の増が主な要因となっておりまして、国の制度改正に

よるものが影響しております。 

また、歳入の自主財源が３９．８パーセントとなっておりますが、普通建設事業や扶助

費など、国県支出金や市債など有利な財源確保に努め、積極的に予算編成を行った結果、

前年度に比べ０．４パーセント低くなっております。 

 

市債の発行額は「４２億１，３９０万円」の見込みで前年度当初予算対比 

「１０億５，２１０万円の増」となります。 

 

なお、国の令和６年度補正予算において本市に対する国庫補助金の配分の通知をいただ

いた小学校施設維持事業などの３事業、総額「２億５，３４４万円」については、令和７

年度当初予算ではなく、令和７年第１回定例会に上程する令和６年度補正予算案（第１４

号）へ前倒して予算措置し、令和７年度予算と一体で事業を実施します。 

令和７年度一般会計予算と令和６年度に前倒しを行う事業費を合わせた令和７年度の実

質的な予算規模は、「５８４億３，２０６万円」となり、令和６年度の実質的な予算規模

「５５４億４，６４４万円」との比較では、「２９億８，５６２万円の増」、率にして 

「５．４％の増」とするものであります。 

 

次に、当市の市債発行残高でありますが、現時点において令和８年３月末の市債発行残

高は「４９１億３，２１６万円」となり、令和７年３月末の見込み額「５０３億８６８万

円」と比べて「１１億７，６５２万円の減」となると見込まれます。 

また、臨時財政対策債や合併特例債などに対する国からの地方交付税及び民間企業から

の償還金額を財源とする市債を除き、市独自の財源により返済する必要のある市債の実質

負担額残高は、令和８年３月末現在で「１２５億７，６８９万円」となる見込みであり、

本年３月末現在の実質負担額「１２５億８，５２８万円」と比べて「８３９万円の減」と

なる見込みです。 

 

 以上、令和７年度予算の特徴についてご説明いたしましたが、予算の概要及び主な財政

指標等につきましては、財務部長から説明いたします。 

 

（古川財務部長） 

 引き続きまして、私からは別冊資料№１－２ 資料編により予算の概要及び主要事業に

ついて御説明させていただきます。 
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１ページを御覧願います。 

一般会計予算額と実質的な予算規模につきましては、ただ今市長よりご説明いたしました

ので割愛させていただきます。 

 

最下段、「一般会計及び特別会計予算額」の表ですが、一般会計と特別会計を合わせた

全会計の予算総額は、「８１５億８，２８０万２千円」となり、全会計の予算総額では前

年度比「３９億８，８４１万１千円の増」、率にして「５．１％の増」となるものです。 

 

次に２ページをご覧願います。 

ここからは、一般会計予算についての内容となりますが、歳入の主な項目についてご説

明いたします。 

 

１款「市税」は、「１２０億９，３３１万円」で、前年度比「５．６％の増」と見込ん

でおります。増額の主な理由は、個人住民税の定額減税の終了によるものであります。 

同様に定額減税の影響により、１０款「地方特例交付金」が前年度比「８１．８％の減」

となっております。  

 

 １１款「地方交付税」は、「１４７億１，０００万円」、前年度比「０．８％の増」で

す。内訳としましては、普通交付税に「１３４億２，０００万円」、特別交付税に 

「１２億９，０００万円」を見込んでおります。 

 

１８款「寄附金」は、「５０億１千円」、前年度と同額ですが、ふるさと納税「５０億

円」を見込んでおります。 

 

２２款「市債」は、「４２億１，３９０万円」、前年度比「３３．３％の増」です。主

な起債事業としましては、道路・橋梁の整備・維持事業に 

「１３億６，７４０万円」、消防防災施設整備事業に「９億２，６２０万円」、庁舎設備

等整備事業に「５億１，２００万円」を見込んでおります。 

 

続いて、歳出についてですが、３ページの目的別は説明を割愛させていただきまして、

４ページの性質別によりご説明いたします。 

「義務的経費」は「２５６億５８万８千円」、歳出合計に占める構成比は「４４．０％」、

前年度比「４．１％の増」であります。 

主な増要因でありますが、「人件費」が令和６年人事院勧告などの増により前年度比 

「５．８％の増」となる「９６億９，５１２万９千円」に、「扶助費」が児童手当などの

増により前年度比「５．７％の増」となる「１０３億２２９万８千円」になったことなど

によるものです。 

 

「投資的経費」の「普通建設事業費」は「７７億１８２万５千円」、構成比「１３．２％」、

前年度比「２８．４％の増」です。 
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「その他の経費」は、全体で「２４８億７，４２１万２千円」、構成比「４２．８％」、

前年度比「１．３％の増」です。 

企業立地促進奨励事業補助金の減などにより「補助費等」が減少しましたが、基幹系シ

ステム標準化関係経費など「物件費」の増、産業団地事業特別会計への「繰出金」の増な

どにより前年度比「３億１，１０８万７千円の増」となっております。 

 

次に、５ページを御覧願います。 

主な財政指標のほか、主要３基金及び市債の状況を掲載しております。 

はじめに、上から２つ目の表、基金の状況でありますが、財政調整基金につきましては、

財源調整のため、「２０億３，５１９万７千円」を取崩すこととし、令和７年度末の残高

は、前年度対比「２０億２，６４８万９千円減」の「２９億４，７２５万７千円」と見込

んでおります。 

まちづくり基金につきましては、産業団地事業特別会計繰出金へ「３億７，０００万円」、

花巻東高校の野球場等の人工芝化整備へ「７，３００万円」などの事業への財源として総

額で「４億４，４２０万円」を取り崩すものであり、令和７年度末残高見込額は、前年度

対比「４億３，９１７万６千円減」の「５４億１，０１１万８千円」となるものです。 

３基金の残高合計としては、前年度対比で「２６億３４１万６千円減」の 

「９６億９９万２千円」と見込んでおります。 

 

なお、３基金以外にも、令和６年度のふるさと納税の一部、「１７億５，０００万円」

を「イーハトーブ花巻応援基金」に積立て、「１５億円」を令和７年度に取り崩して、寄

附者の意向に沿った事業に活用しております。詳細は１３ページ以降になりますが、後ほ

どご覧くださるようお願いします。 

 

 また、３つ目の表、市債の状況についてですが、先ほど歳入の市債でもご説明いたしま

したが、総額「４２億１，３９０万円」の発行を予定しております。 

 このうち、合併特例債について、欄外の※印に記載しておりますが当市の発行可能額は

「３８９億６，８２０万円」となっており、令和７年度に発行を予定している「１億４，

５８０万円」を加えた令和７年度末までの発行総額は「３１５億２，２３０万円」となり

ますことから、令和８年度以降に活用できる発行可能額は「７４億４，５９０万円」と見

込んでおります。 

 

 一方、償還元金は、「５３億９，０４１万８千円」を予定しており、令和７年度末の地

方債残高は、今年度末残高見込み額対比で 

「１１億７，６５１万８千円減」の「４９１億３，２１６万３千円」となります。これを、

令和７年１月末現在の人口８万９，６５６人により市民一人当たりの残高を試算いたしま

すと、「５４万８千円」となるものです。 

 

 ６ページ以降は、令和７年度予算の重点予算と重点施策推進プロジェクトについての説
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明となりますが、詳細は後ほど資料をご覧いただくことといたまして、重点予算及び各プ

ロジェクトの概要のみを説明させていただきます。 

 

 まず、令和７年度の重点予算「市民の暮らしを守る 多彩な支援策で 安全のまちづく

り」の主要な事業について、第２次まちづくり総合計画前期アクションプランの６つの分

野別に概要を説明いたします。 

 

「（１）しごと」では、「３７億２，３５３万円」、５つの事業を掲載しております。

なお、主要な事業のみを掲載しておりますので、掲載している事業の合計額とは一致しな

い場合があります。 

 

「（２）暮らし」では、「８０億７，８７８万円」、５つの事業を掲載しております。 

 

７ページになりますが、「（３）健康・いのち」では、「１１０億５，４３９万円」、

９つの事業を掲載しております。 

 

８ページになりますが、「（４）子育て・ひとづくり」では、「９２億６，１２１万円」、

６つの事業を掲載しております。 

 

 「（５）地域づくり」では、「７億７，８６９万円」、３つの事業を掲載しております。 

 

 「（６）行政経営」では、「３３億３，４６４万円」、３つの事業を掲載しております。 

 

次に９ページになりますが、重点施策推進プロジェクト１の「子ども・子育て応援プロ

ジェクト」についてでありますが、プロジェクトを構成する７つの内容のうち、５つの内

容についての予算額の合計額と、主要な事業を掲載しております。 

 

「（１）妊娠・出産・子育てに関する相談・支援体制の充実」については「４，１６７

万円」、３つの事業を掲載しております。 

 

「（２）周産期医療の維持確保」では、「６，７９８万円」、３つの事業を掲載してお

ります。 

 

「（３）妊娠・出産・子育てに係る経済的支援の充実」では、「２７億５５７万円」、

９つの事業を掲載しております。 

 

 １０ページになりますが、「（４）子どもの学習支援」では、「３億２，６２２万円」、

５つの事業を掲載しております。 

 

「（５）子育てしやすい環境の充実」では、「５６億９，００８万円」、６つの事業を
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掲載しております。 

 

１１ページになりますが、重点施策プロジェクト２の「花巻で暮らそうプロジェクト」

でありますが、プロジェクトを構成する７つの内容について説明します。 

 

「（１）移住・定住に関する相談体制の充実」では、「２，６０４万円」、２つの事業

を掲載しております。 

     

「（２）移住・定住支援の充実」では、「５億９，５９５万円」、６つの事業を掲載し

ております。 

 

「（３）結婚支援の充実」では、「１，５３８万円」、３つの事業を掲載しております。 

 

１２ページになりますが、「（４）魅力ある商業エリアの創出」では、「４，３０３万

円」、２つの事業を掲載しております。 

 

 「（５）働く場の確保と所得の向上」では、「１７億７，２８８万円」、７つの事業を

掲載しております。 

 

「（６）企業や地域の意識改革の推進」では、「２０８万円」、１つの事業を掲載して

おります。 

 

「（７）シビックプライドの醸成」では「３，０６５万円」、２つの事業を掲載してお

ります。 

 

 １３ページになりますが、ここからは令和７年度のふるさと納税「５０億円」及びイー

ハトーブ花巻応援基金「１５億円」を活用した事業名、事業費及び充当額を掲載しており

ます。 

 

以上、概要のみをご説明いたしましたが、詳しい事業内容については後程ご覧くださる

ようお願いします。 

 

以上で、令和７年度花巻市当初予算（案）の説明を終わります。 

 

（岩間総合政策部長） 

 説明が終わりました。この内容について確認しておきたいこと等ございましたらば、挙

手のうえ発言をお願いします。 

よろしいでしょうか。それでは説明の（１）令和７年度一般会計予算等についてはこれ

で説明を終了させていただきます。 


